
期日 行事名

1日

前日 準備

宵祭 1

2

3

4 四つ舞

　おひやし投げ

湯木つくり

本日 準備

～翌日 例大祭（祀掌祭）

本祭 1

2 ひよしの神楽　（塩祓い・三条の祓・ひよしの神楽（前半））

3

4

（1）八幡様の湯（先湯）

（2）両八幡の湯

（3）一の宮二の宮の湯

（4）おくわ様の湯 　　初詣り

（5）池大明神の湯

（6）親城様の湯

（7）小嵐様の湯

5 太夫舞

6 宮浄め 　　小宮浄め

7 八乙女 8　家浄め

9 式の舞（式の四つ舞）　（扇の舞・剣の舞）

10

　十二立・かな湯

11 天伯の湯　（湯殿渡し・神拾い） 　　こりとり

夜食

12 中祓い（神返し） 　　小豆ご飯炊き

　座附け・神返し　（塩祓い・三条の祓・神返しの神楽）

13 襷の舞　（きしめ・扇の舞・剣の舞） 　　面改め

14

15 面

　　舞稲荷（おきつね様）

　　小天狗（湯切り）

16

帰宅

17 木の根祭

翌日 三日 片付け・常会・勘定酒

修祓・宮司一拝・開扉・献饌・祝詞奏上・祈願詞奉読・玉串奉奠・撤饌・閉扉・宮司一拝・直会

大祓

　　四面（山の神・天彦根命・奥山半僧坊大権現・猿田彦命）

　　宮天伯

かす舞　（湯の花・かす舞・おじや）

式の湯　（火切り・おこない・湯木舞・湯殿渡し・神拾い）

願ばたき（礼湯・願湯）

　　大天狗（火伏せ湯伏せ・九字・湯切り・火起し）

　　両大神（源王大神・正王大神）、一の宮・二の宮、八幡大神、親城大神、

鎮めの湯　（火切り・おこない・湯殿渡し・神拾い・湯伏せ）

　　若殿大神（火吉明神・住吉明神・日吉明神・大タイ権現・八幡・鎌倉八幡・大明神）、

大祓い

竃塗り・注連縄ない・飾付け・祭具づくり・釜洗い・若水迎え

玉の御神楽（御神酒上げ）　（三条の祓・玉の御神楽）

十六の神楽（清めの神楽）　（三条の祓・十六の神楽）

お籠り

木沢　霜月祭式次第
※『遠山霜月祭（南信濃②　木沢地区編）』　飯田市美術博物館・遠山常民大学　2011　より引用、加工

※近年負担を軽くする措置が執られており、毎年同じ次第が同日同時刻に行われるとは限らない

次第・内容

大掃除・旗立・注連縄ない・飾付け・湯木づくり・おひやし作り・面箱取り出し・献饌

　　多賀大社、浅間大神、津島大神（津島天王）、子安大神（木花咲屋姫命）、

　　小嵐大神（小嵐稲荷）（4面）

　　大黒天

　　両老人（神太夫婆・爺）

神名帳　（第一・第二・祝詞・延喜式神名帳・祝詞・ひよしの神楽（後半））


